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要約 

アルミニウムの表面加工法として陽極酸化によるアルマイト化は大規模に行われており、その際、

陰極において水素発生を伴う。従来は、この副生水素は大気中へ放散させていたが、その有効利用

のため陰極をイオン交換膜等により隔離することにより、定量的に高純度の副生水素回収が可能と

なり、その有効利用への道が拓けた。 

特徴／ 

セールスポイント 

・ 高効率、高純度で副生水素回収が可能（回収効率≈100%、純度＞99.9％）。 

・ 運転休止中も大気混入を最小限に留められる。 

・ 水素の大気放出時に随伴する電解液ミストを大幅に抑制でき、建屋・設備の腐食や作業環境の悪

化を防げる。 

・ 回収水素は高純度であるため燃料電池を含む広範な目的に有効利用が可能。 

主な応用分野 アルミニウムやマグネシウムの陽極酸化、アルマイト加工工業での副生水素有効利用 

開発状況 
実用化に向けて実証試験用電解槽を含む水素回収システムによる実証試験を進めている。その成果

を基に、アルマイト加工ラインへの実装を予定。 
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窒素置換後、アルミ電解中の回収水素

純度の時間変化 電解システム（上）と電解槽（下）


